































































































































































































































{追記〕 本総iま， 2008 iF 7 Fl11日{こ関かれた南11.至宝江共同セミナで発表した原稿~
加支芝・在住訂したものであるc
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1) 李在祥，新刑事訴訟法(第 2)仮)， 2008， 18:l'ic 
2) 改正刑事訴訟法，法務部 (2007)，11-16頁参照。
















10) これにつき，詳紹な議論は，三E号，♀j 司令司季オ吋ス，1 唱さL 吟~ノ'} 2005， 167-263 
資参照。
11) 李在祥，前掲警 543真。


















25) 468じふ 897，ヲ28(1984) (Blackmun， j.， concurring) (H. Mitchell Caldwell， FixIlzg 
tlze COllstableミBlllder:Ca1l One Tria/ Jlldge in One State NlIdge a Natiol1 Beyond 
tlze Eλ泊IsionaryRll/e? 2006. B.Y.U. L. REV. 1，1 n.7 (2006)において参照 [Izereiηaj二
tcrCALDWとLL]).














30) 包ス1号，前掲論文， 288 'a， Aj 71会，笑星雲慾法上笈鐙約 i盛法皇5次司法理，アメリ
カ窓法研究{牛第 18巻第 1号， Oi.2， 150][。
31) Id. 
32) これについては，包スH手，官官掲論文 287-288][参照c
33) JflJ1J訴訟法第 199条(捜査と必主主な搭箆)Q) r授ままについては， その閥的を透成
するために必要な調査をすることができる令ただし，強制処分は特別な規定がある
場合{こ限って，必要な最少限度の綴関内でしなければならないcJ
34) 李主E祥， lI立掲書216頁令
35) 従来の多数説である形式説は，強制j処分は直接・間援に物潔的強制力を行使する
場合だけでなく，相手1J(こ義務を負う場合を含むと解し，適法手続基準説は基本的
人権告示侵Eきするおそれのあるものであるときには強制処分であるとすべきとし，突
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ると解している(事夜祥，前掲苔212-213][参照lc
36) 李夜祥，前掲者213][。
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